
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ おのだ産業フェスタ 2023開催 

■ おのだ名産品ぐらんぷり 2023 

■ 木曜！ラジオ de回覧板 

■ 元気塾開催案内 

■ 11月は「労働保険未手続事業一掃強化期間」です 

■ 市内一斉ノーマイカーデー実施について 

 ～商工会議所が未来を変える！～ 小野田商工会議所 

URL: https://www.onoda-cci.or.jp 
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■ 山陽小野田地方卸売市場と大衆食堂らいおん亭 

 



小野田商工会議所 11月の予定 

1水  

2 木  

3 金 （文化の日）青年部事業 AUTUMN LOVE FESTA! 

4 土  

5 日  

6 月  

7 火  

8 水  

9木 創業相談（１３時半） / ＤＸ推進委員会 

10 金  

11土  

12 日  

13 月 ＩＴ相談（９時） 

14 火  

15 水 創業相談（９時） 

16 木 法律相談（１４時） 

17 金  

18 土  

19日  

20月  

21火 創業相談（１３時半） 総務委員会 

22水 ＩＴなんでも相談会（１３時） 

23木 （勤労感謝の日） 

24金 創業相談（１３時半） 

25土  

26日  

27月 記帳税務相談（１３時） 

28火 元気塾① 

29水  

30木 労務相談（１３時半） 

 

～ 今 月 の 表 紙 ～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【山陽小野田地方卸売市場と 

    大衆食堂らいおん亭】 
 

「旧市地方卸売市場」の民営化を機に㈱

フレッシュが県の認可を受けて、リニューア

ルオープン。現在同社が運営と管理を担当

しています。 

「セリ」が終わった朝９時からは一般のお

客様も買い物ができます。新鮮で旬な野菜

を市場価格で買えるのが魅力です。 

９月からは、「大衆食堂らいおん亭」が出

店し連日多くのお客さんで賑わっています。 

今後も出店者募集や、「市場祭」「マルシ

ェ」等イベントを通じて多くの人が交流出来

る楽しい空間を目指しておられ要注目で

す！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★表紙掲載会員さんを募集しています。 

 希望の方は、会議所までご連絡ください。 

 

 

 

 

カレンダー内の個別相談について 
 個別相談は全て事前に予約が必要です。  
ご予約等は当所にお問合せ下さい。 

TEL 0836-84-4111 

 

 

９２８ １時間 円 

年齢やパート・学生アルバイトなどの働き

方の違いにかかわらず、すべての労働者

に最低賃金以上の賃金が支払われなけ

ればなりません。 

みんなチェック！最低賃金。 

山口県最低賃金が改正されました 

【発効日】 令和５年１０月１日 

詳しいことは、山口労働局労働基準部賃金

室（TEL 083-995-0372）又は最寄りの労

働基準監督署にお尋ね下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 １０月１９日放送の「木曜！ラジオ de 回覧板」
は、㈱フレッシュ 代表取締役の高橋 真也（たかは
し しんや）さんにご出演いただきました。 
 

㈱フレッシュは、主に生鮮野菜と果物を扱う青果
卸売業として令和３年１２月に創業。 

卸売業者の不在により休場となっていた「旧市地
方卸売市場」が民営化されたことを機に、昨年３月、
同社が県の認可を受けて市場をリニューアル開設。
現在は、「山陽小野田地方卸売市場」として運営と
管理を担当されています。 

 
また、市場には付属営業店舗（空きテナント）ス

ペースがあり、今年9月に「大衆食堂らいおん亭」
がオープンすると、市場関係者はもちろん地元の
方々にも人気沸騰中♪今後、地域活性化の起爆剤と
しても大きな期待が寄せられています。 

今回の放送では、高橋さんの市場に対する想いと
今後思い描く青写真についてお聞きしました♪ 
 
MC 岡本） まず「市場」と聞くと、朝早い時間か
ら「せり」が行われているイメージがありますが、
場内の雰囲気はいかがですか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
高橋さん） そうですね！朝一番は業者さんが集ま
っての「せり」が行われてます。実はまだ周知が出
来ておらず、あまり知られていないのですが、「せ
り」が終わった朝９時からは、一般のお客様にも市
場で買い物していただけるんですよ♪ 
 
担当重冨） そうなのぉ！？     市場の雰囲気って
活気があってワクワクしますよね。高橋さんから見
た市場の魅力はどんなところですか？ 
 
高橋さん） やっぱり新鮮で旬な野菜を市場価格で
買える！というのは魅力の一つかなと思います。最
近は少なくなりましたが、昔ながらの八百屋さんの
ように対面で旬な野菜や果物の豆知識なんかを話し
ながら買うことが出来るので、今少しずつ常連さん
も増えてきてます。 
 
MC 岡本） 商品だけではなく人との交流も魅力の
一つなんですね♪そんな市場をさらに魅力的にする
テナントに、この度食堂が出店されたそうですね！ 
 
高橋さん） はい！9 月に出店した「大衆食堂らい
おん亭」さんは連日多くのお客様で賑わっています
ね！実は、１２月には新しくパン屋さんをオープン
する予定で準備を進めています。個人的には、これ
からオシャレなカフェの出店があるとより賑わうだ
ろうな～と思ってます。カフェを出店いただける方、
絶賛募集中です♪（笑） 
 
MC 岡本） それは楽しみですね～ッ♪あそこ行く
となんか楽しいよね！っていう小野田の新しいスポ
ットになると良いですね！最後に高橋さんのこれか
らの意気込みを聞かせて下さい♪ 
 
高橋さん） 今後は「市場祭」や「マルシェ」とい
ったイベントもどんどん企画していきたいなと思っ
てます！農家の皆さんや市場の関係者はもちろん、
地域の色んな方々に協力していただきながらここま
で来ることが出来ました。まだまだ道半ばですが、
皆さんと交流できる楽しい場所になるように頑張る
ので、ぜひ一緒に盛り上げていきましょう！ 
 
高橋さんのワクワクする、とてもフレッシュなお話
に元気をもらった放送回となりました♪ 
 

 

 

★所 在 地  山陽小野田市大字西高泊 1184-1 
★営業時間  ９：００～１２：００ 
★定 休 日  水・日・祝 
★Ｔ Ｅ Ｌ  ０９０－８０２６ー２３７６ 
 
＜一言 PR＞ 

産地直送となる農家さんとの取引も多数あり、 
毎日、地元農家さんからの新鮮食材がたくさん 
届きます♪ぜひ一度、市場にお越しください♪ 

『木曜！ラジオ de回覧板』 
 

FMスマイルウェ～ブにて放送中！‐89.7MHz‐ 

毎月第３木曜日／１８時１５分～１９時００分  

ラジオで会員事業所を紹介 

（市場運営に寄せる想いを語る高橋さん♪㊥） 

～ ラジオ出演者を大募集中！～ 
 

自社の事業内容や商品・サービスを 

ラジオで PR してみませんか？ 
 

★番組名 『木曜！ラジオ de 回覧板』 

★Ｍ Ｃ  松原 淳子（まつばら あつこ）さん  

★放 送  毎月第 3 木曜  18：15～19：00 
 

《出演の申込み・お問い合わせ先》 

小野田商工会議所  ☎ 0836-84-4111 

本件担当 中村、平山、和泉まで♪ 

産地直送の新鮮食材でＲｅ・フレッシュ！ 

～ひととまちの元気を育てる～『㈱フレッシュ』 

㈱フレッシュ 
（山陽小野田地方卸売市場） 

代表取締役  高橋
たかはし

 真也
し ん や

 さん 

～今回の出演者～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年９月２３日（祝・土） 

「おのだ産業フェスタ２０２３」開催 
 

９月２３日（祝・土）１０時より、山陽小野

田市民館・体育ホール駐車場を会場に、「おのだ

産業フェスタ２０２３」を当所主催で開催した。 
 

このイベントは、アフターコロナへと時代が

移り、原油高や物価高騰などで事業者の経営環

境が依然として厳しさを増す中で、山口県の

「小規模事業者応援キャンペーン事業補助金」

を活用して会員事業者を中心とした地元企業

の消費喚起を図ることを目的に企画。 

サブタイトルに、「発見！新しい技術、小野田

の未来！」と題し、子どもと一緒に楽しむこと

が出来る産業・科学体験コーナーをはじめ、屋

外会場に飲食などのバザーコーナーを設けて

地元おのだの「産業」、「技術」、「名産品」など

内外にＰＲした。 
 

午前中に行われたステージイベントでは、竜

王太鼓保存会による「竜王太鼓」のオープニン

グ演奏でイベントが幕を開けると、主催者挨拶

として当所 藤田敏彦 会頭が盛大に開会を宣

言。続いて来賓として出席した、古川博三 山陽

小野田副市長、髙松秀樹 山陽小野田市議会議

長が挨拶された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

また、ステージ上では

会場の臨場感をラジオ

でお届けするＦＭスマ

イルウェ～ブ（89.7MH

ｚ）が出張ラジオ生放送

で会場を盛り上げ、ＭＣの篠原海さん、岡本照

美さんから「餅まき」の予告アナウンスがある

と、ステージ前に多くの人が集まり、カウント

ダウンとともに会場内のボルテージは最高潮

に。スタートの掛け声と同時にお餅が宙を舞う

と、「わぁーっ！」という歓声が上がった。 

餅まきの熱気冷めやらぬ中、山口東京理科大

学狩猟部がインタビュー形式で活動を紹介。ス

テージイベントの全内容を終了した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「狩猟部の活動を通じて自然との共存を説く、 

部長の義岡 士門さん㊥と副部長の河合 拓海さん㊧」 「竜王太鼓保存会によるオープニング演奏」 

「前列の子どもたちに優しく手渡す藤田会頭㊥と福永委員長㊨」 



会議所委員会活動と連携 

地元企業とのふれあいの場として賑わう 
 

今回のイベントでは、当所委員会活動（総務

委員会、ＤＸ推進委員会、山口東京理科大学連

携委員会、理系 kid’s 育成委員会、特産品づ

くり委員会）と連携して企画を持ち寄り、委員

の協力のもと実施した。 

産業体験コーナーには、理系 kid’s 育成委

員会から、中国電力㈱新小野田発電所、長州産

業㈱、ジャパンファインスチール㈱がそれぞれ

子ども向け体験ブースを出展。 

ＤＸ推進委員会がイベントの広報を担当し、

特設ＨＰ上で企画を事前周知したこともあり、

当日は用意された席数が満席となるなど、親子

で楽しそうに体験する光景が広がっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて、理科大

連携委員会から

は、山口東京理科

大学狩猟部が「自

然との共存を学

ぼう」と題して、

骨格標本の展示、模擬銃の体験、罠の模擬体験

を中心に出展し、自然環境とどのように共存し

ていくかを問いかけていた。 
 

また、総務運営委

員会からは、子ども

が楽しめる「ストラ

イクアウト      」（協

力：ヒマラヤおのだ

サンパーク店）が大

人気となると、ＶＲ体験コーナーでは雪舟・国

宝「山水長巻」の世界に入り込む仮想体験を楽

しむ大人の姿もあった。 
 

駐車場を会場とするバザーには、飲食１４店、

農産物や雑貨の販売４店、キッチンカー２台が

並び、同時開催となった特産品づくり委員会主

催の「おのだ名産品ぐらんぷり」特設テントで

は、推しの逸品を投票

する人も見られた。 

さらに、販売促進を

目的とした１００円

均一コーナーでは、若

新の「おのだ貝汁」２

００食、グリーンハウスの「おのだネギ焼き」

１５０食を販売。先着１,０００人には国吉企

画の「おのだ豚汁」を無料で振る舞った。 

 また、ガシャポン福引大会では、体験コーナ

ー参加とバザー購入で各１個のスタンプを集

めると、商品券や食事券、出店店舗の逸品「名

産品」が当たる抽選会が列を作った。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日は天候にも恵まれ、シャトルバスを利用

して多くの家族連れの姿が見られ、地元企業や

出店者とふれあいながら、おのだの魅力を満喫

した一日となった。 

「工作キットでモーターのしくみを実験！ 

／中国電力㈱新小野田発電所」 

「ソーラーエコハウスを作ってみよう！／長州産業㈱」 

「電流イライラ棒ゲームをクリアして景品ゲット！ 

／ジャパンファインスチール㈱」 

「屋外バザー会場も多くの人で賑わいました」 



 

 

９月２３日（祝・土）、市民館駐車場にて「おのだ

名産品ぐらんぷり 2023」が開催されました。 

これは小野田商工会議所特産品づくり委員会（委

員長 福田基博（同）住宅サポート代表社員）が企画

し、会員事業所から「推しの逸品」として名産品を

募り開催する品評会イベントです。昨年に続いて、

２回目の開催となりました。 

４名の審査員による審査と一般投票の結果で、各

賞が決まりました。このたびは「おのだ産業フェス

タ 2023」の会場内での開催となり、ご来場されてい

る多くの市民の方に一般投票に参加していただく

ことができました。それぞれの名産品をじっくりご

覧になられ、楽しんで投票されている様子が印象的

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後受賞者支援として商品 PR のパンフレットを

作成し、販売促進にむけたサポートなど行っていき

ます。 

入賞者は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おのだ名産品ぐらんぷり 2023 

 

金賞：オルゴナイト （atelier soh） 

 

今年度はおのだ産業フェスタ内で開催 

金 賞 オルゴナイト atelier soh 

銀 賞 おのだネギ三昧 ㈲グリーンハウス 

銅 賞 瞬冷まるで活づくり！ 
活いか活魚料理 
若新 

特別賞 ヒノデジェラート 
ジェラテリアバール
SAKURA 

特別賞 季節のパウンドケーキ 
社会福祉法人 
健仁会 

特別賞 マコモダケ 
自然農法 
野村農園 

特別賞 唐揚げ 
唐揚げ専門 
ひよっこ 

特別賞 ARAKUCOFFEE の焙煎豆 ゼロジ㈱ 

 

会議所新入会員のご紹介 

 

ご入会ありがとうございました 

※令和 5年 10月までにご加入された方で、情報掲載にご了解いただいた方のみ掲載しております。 

事業所名 代表者 所在地 業種（事業内容） 

新虎興産㈱ 木村高士 小野田 7525-31 
プラント機器撤去、 
産廃処理業 

ウッドメイク丸山 丸山茂正 小野田 3935番地 1 建設 

 上記以外に掲載不要希望の事業所が 1件入会されています。 

 

市内一斉ノーマイカーデーについて 
 

市では、地球温暖化対策の取り組みとして、市内一斉ノーマイカーデーを実施します。 

可能な限り車を使用せず自転車などを利用して、CO²排出量の削減に取り組みましょう。 

【実施日】 １２月１日（金） 

【取組例】 ●徒歩・自転車等で移動する   ●相乗りをする  

    ※ 自動車の使用をできるだけ控えましょう 

地球環境を守るため、私たち一人ひとりの行動が大切です。御協力をお願いします。 

 

お問い合せ先 山陽小野田市役所環境課   （TEL82-1144） 



 

 

福祉制度キャンペーンへのご協力について 

 小野田商工会議所では、会員企業の福利厚生の充実や経営基盤の安定・強化に資する観点か

ら、福祉制度の普及促進に力を入れております。 

 現在１１月３０日まで「福祉制度キャンペーン」を委託会社であるアクサ生命保険㈱ととも

に実施しています。 

 キャンペーン期間中、当所職員及びアクサ生命保険㈱の社員が訪問いたしますので、皆様に

おかれましては趣旨にご賛同の上、福祉制度キャンペーンへのご協力をよろしくお願いしま

す。 

11 月は「労働保険未手続事業一掃強化期間」です 

厚生労働省では、労働保険制度を広く国民の皆様に理解していただくために、１１月を「労働保険

未手続事業一掃強化期間」と定め、全国的に積極的な広報活動を展開しています。 

労働保険とは、雇用保険と労働者災害補償保険（一般的に「労災保険」と言います。）を総称した

ものです。 

雇用保険は、労働者が失業した場合に生活の安定と再就職を促進するために必要な給付を行う

とともに、失業の予防、労働者の能力開発及び向上を図るための事業を行っています。 

労災保険は、労働者が業務上の事由又は通勤によって負傷された場合や、病気や不幸にも死亡

された場合に、被災労働者や遺族を保護するための保険給付を行っています。 

労働保険は業種や事業規模を問わず、労働者を一人でも雇っていれば加入しなければならな

いこととなっています。 

加入手続きをされていない事業主の方は、早急に手続きされますようお願いします。 

 

お問い合せは、ハローワーク宇部 雇用保険適用課（0836-31-0164 部門コード 21#）へ。 

 



 

の研究を紹介します！ 

会報の紙面をお借りして、山口東京理科大学の研究

を紹介いたします。ここで紹介する事例をはじめ、本

学の研究成果や技術にご興味がありましたら、研究

推進課へおたずねください。 

デジタル技術との掛け算に向けて 

工学部 数理情報科学科 教授 福井 一彦 

⚫ 数理情報科学科は本年４月に開校された新しい学科で、研究所・企業・大学等での実務

経験を持った 8 名の先生方と 62 名の新 1 年生からスタートしています。本学科では、

数学を基礎として情報を数量化し、科学的に解析・分析する能力を身につけることで、

デジタル技術による新しい価値を生み出す人材を養成すると共に、最先端技術を駆使し

た研究を行っています。 

⚫ ご存知のように近年、デジタル技術は、行政・医療・

健康・農業・製造など様々な領域においての活用が

推進されています。ここでの「デジタル技術×領域」

という掛け算の考え方は、その領域固有の問題とし

て抱える課題解決の可能性を含み、これまでの社会

の在り方や人々の生活をより良く変える可能性を

秘めています。これまで、私は、デジタル技術×バ

イオ（生命科学・薬学）としたバイオインフォマテ

ィクスの考え方を身につけ、医薬品開発における数

理技術の開発、科学的根拠に基づく既存薬転用に向

けたデータ活用技術や医療データ分析による層別

化の研究などを行っています。 

⚫ またデジタル技術の活用が、たし算ではなく、掛け

算である理由の一つは、デジタル技術の利用によ

り、距離、サイズ、そして時間の制約を越えられる

点であると考えられています。そこで、地域社会と

連携し、現実世界である層と仮想空間であるデジタ

ル層を考え（図１）、その中から必要に応じて様々な

レイヤーを抜き出し、協調・連携した地域社会のあ

りかた、持続性、社会課題についてデータに基づい

て考えたいと思います。 

 
【キーワード】バイオ・医薬品・データサイエンス 

図 1：デジタル技術を活用したデジタル

ツインのイメージ図。デジタル技術の

要素としては、ABCD（A：AI 人工知能 

B: Big Data ビッグデータ C: Cloud 

クラウド D: Data Integration/Design 

データ統合・デザイン）などと言われて

います。 

問合せ先：山陽小野田市立山口東京理科大学 研究推進課 Tel:0836-88-4533 
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